
平成29年度継続事業

市長ミッション採択案件の進捗状況

№ 提案内容 担当部局
平成27年度
事業実績

平成28年度
事業実績

平成29年度
事業実績

これまでの取組みの成果
今後の方向性

（平成30年度以降）

H27-
01-01

公共施設リノベーション推進
（シニアスクール）事業関連

福祉保健部
長寿社会課

・学校施設の有効利活用に関するFM研修会への参
加
・先進地視察の実施

 平成28年度に実施した先進地視察の結果を基
に、本市の実情に当てはめて研究・分析を実
施した。その中で、受講需要、設備投資、運
営費、運用面など、実現には多くの課題があ
ることが分かった。

-
検討の結
果中止

高齢者の介護予防や地域の支え合い活動の充実に
当たっては、人と人とがつながり、気軽に交流す
るための地域の身近な「通いの場」の充実が効果
的とされており、本市においても地域包括ケアシ
ステムの構築に向けた重要施策の一つとして、通
いの場の充実に向けて取り組んでいる。学校の空
き教室等の活用については、通いの場の充実など
の既存施策を推進する中で、必要とされた場合に
検討する。

H27-
01-02

バードスタジアム有効利活用推
進事業関連

教育委員会
事務局

生涯学習・
スポーツ課

（地方創生加速化交付金を活用）
・５月にガイナーレ鳥取の公式戦と同時に、「デ
リ・フェス」を開催。
・６月に事業提案について公募型プロポーザルを
行い、３つの提案を採用。
・９月にガイナーレ鳥取の公式戦に鳥取福祉会と
共同で、公募で採用された「デリ・フェス×キッ
ズフェス」を開催
・９月にバックスタンドにキャリング・アンプシ
ステムを設置
・１０月に「とりスタふぇす２０！６」を開催
・１２月に「学校対抗マスターズ駅伝in鳥取」を
開催
・３月に公募事業者からの意見を取りまとめ、簡
易多目的ブースを設置

・前年度実施事業の結果や地方創生加速化交付金
の交付目的も踏まえ、今後の施設の有効利活用の
可能性等の検討
・バードスタジアム（屋外施設）イベント開催の
注意事項等整理
・平成29年度はイベント未実施

（前年度実施事業内容）
・プロスポーツチームとの連携
・大型映像装置による映画上映会
・ミニコンサート
・芝生体験（ヨガ体験、バブルサッカー）
・バードスタジアム発着の駅伝競走
・食品物販
・イベント音響設備購入
・イベント用簡易多目的ブース（カーポート活
用）、横幕設置（テント生地により作成）
など

事業終了

平成２８年度のイベント実施により、バードスタ
ジアムの施設、設備の活用の可能性や政策提案内
容の効果や可能性について一定の検証ができたも
のと判断する。

平成３０年度の中核市移行に伴い、連携中枢都市
圏域全体が一体となって取り組むスポーツ大会の
開催の可能性も含め、天候に左右されない事業で
あり、全国的に鳥取市での開催実績しかない大会
である「学校対抗マスターズ駅伝」（※同じ学校
出身者によるチーム構成の駅伝大会）の継続実施
を行いながら、地方創生加速化交付金の目的でも
ある独立した開催体制の推進を図る。

H27-
03-01

シティセールス大使設置事業関
連

企画推進部
政策企画課

・シティセールス大使制度の整備準備
・Ｈ28.3.19、鳥取市が自転車で巡ってみたい街
であるイメージの浸透と、新たな交流人口の獲得
を目的に、元バレーボール日本代表の山本隆弘氏
をイベントプロデューサーに迎え、山陰海岸ジオ
パークをコースにしたサイクルイベントを開催。
（参加者数126名）

・Ｈ28.4.1、鳥取市シティセールススペシャルサ
ポーターの設置に関する要綱の制定
・Ｈ28.4.8、山本隆弘氏にサポーター委嘱
・Ｈ28.6.6、第１回鳥取すごい！ライドの開催決
定及び実行委員会の立ち上げ
・Ｈ28.9.27、石浦将勝氏にサポーター委嘱
・住もう！鳥取市キャンペーンの実施

・Ｈ29.8.20、第２回鳥取すごい！ライドを開
催。山陰海岸ジオパークをコースにしたサイクル
イベントとして
シティセールススペシャルサポータの山本隆弘氏
も参加。

・Ｈ29.8.20、第２回鳥取すごい！ライドを開
催。山陰海岸ジオパークをコースにしたサイクル
イベントとして
シティセールススペシャルサポータの山本隆弘氏
も参加。
○自転車イベント県外参加者率7割弱
○自転車イベント参加者数517人超（平成29年
度）

継続実施
平成30年度においては、引き続きシティセールス
スペシャルサポータを活用した取り組みを行い、
本市のシティーセールスの推進に努める。

H27-
03-02

関西圏ふるさと寄附金拠点整備
事業（ととりのまんま）事業関
連

企画推進部
政策企画課

人気の返礼品、寄付金制度のＰＲリーフレットを
設置し、来店者に対し本制度のＰＲを実施。

・平成29年4月に開設予定の新たな関西情報発信
拠点「麒麟のまち関西情報発信拠点」の施設及び
体制整備を実施。
・人気の返礼品、寄付金制度のＰＲリーフレット
を設置し、来店者に対し本制度のＰＲを実施。

人気の返礼品、寄付金制度のＰＲリーフレットを
設置し、来店者に対し本制度のＰＲを実施。

・平成29年4月に開設の「麒麟のまち」関西情報
発信拠点の施設の運用を開始。併せてふるさと納
税に関するPRを実施。
・人気の返礼品、寄付金制度のＰＲリーフレット
を設置し、来店者に対し本制度のＰＲを実施。

継続実施
平成30年度においても、引き続き情報発信拠点を
活用したＰＲに努める。

H27-
03-04

すごい!鳥取城キャンペーン事業
関連

教育委員会
事務局
文化財課

・ツアーを計画し、ふるさと寄附金のメニューに
載せるための手続きについて市民税課に確認。
・ガイド講師として予定していた学識経験者の体
調不良により実施の目途がたたなかったため、メ
ニュー掲載を見送り（10/26現在）。

ガイドの育成など現状の課題が解決できず、実施
できていない。

２８年度末に記載した通り、人的課題のため実施
できていないが、今後の実施に向けた課題の洗い
出しは進んでいる。

事業内容
見直し

実施困難な状況が続いているため、復元建物の瓦
への寄付への企画の変更など、キャンペーンの内
容を精査し事業を立て直します。

H27-
03-03

まんが砂像展示事業関連

経済観光部
鳥取砂丘・
ジオパーク
推進課

平成29年10月20日（金）～11月26日（日）の間、
民間主体の実行委員会と共催の「鳥取砂のルネッ
サンス」事業として鳥取駅前を中心に、日米の文
化をメインテーマに谷口ジロー作品とアメリカン
コミックの映画ジャスティリーグのシンボル砂像
を制作展示した。あわせて、国内砂像彫刻選手権
や砂像サミットを開催し、11/3～5の期間中は
20,000人の入込であった。

発信力のあるマンガ等コンテンツとの砂像のコラ
ボレーションについては、砂の美術館（有料エリ
ア）の外であり、タイアップ相手方のプロモー
ションの方向性に合致すれば、出稿料や著作権に
対する経費を抑えて実施できることがわかった。
特に映画会社とのタイアップについてノウハウが
蓄積されてきた。

事業終了

砂の美術館の展示として、マンガやキャラクター
の取扱いが実現可能かタイアップ先や条件等調査
しながら、国内のみならず、海外砂像イベントの
状況を踏まえてマンガ以外のゲームや文化など
クールジャパンのコンテンツとのタイアップによ
るインバウンド対応も検討する。


